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13 福島盆地

(1) 地形・地質

福島盆地は，北東か

ら南西 にか けて約 30

kmの長さを有し，中

央部の伊達mr南部でく
び、れた「ひ ょうたん」

形の輪郭を呈する。 こ

の中央部のくびれの部

分を境にして，北東部

の北部盆地，南西部の

南部盆地に分けること

ができる。

北部盆地は，盆地の

ほぼ中央部[1を阿武隈川

が流れてい る。 阿武隈
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川の北側は大部分が更新世末期に形成された藤田面(河床からの比高が 15-20m)により占められ，

山側のへりに近いところには， さらに古期の段丘も発達している。南側は大部分沖積商で占めら

れ，藤田商は山側のへりに幅狭く分布するにすぎない。 しかも，藤田商より古い地形面はほとん

ど発達していない(図 2-2-63)。

南部盆地は北部盆地より規模が大きい。盆地のへりの一部は，断層により形成されたことを推

定させる直線状の地形を示すが，基盤が盆地内部に不規則な形で張り出したり，残丘状に突出し

ているので，その輪郭は北部盆地よ り複雑になっている。また，西縁から南縁にかけては， 吾妻

火111，安達太良火山の噴出物が基盤を被覆しているため，そこでは正確な輪郭が不明である。

段丘面は，南部，北部盆地ともに，西から東へ傾斜しており，その角度は古期の面ほど大きい。

飯坂町周辺に発達する梅津商の傾斜は 300近い。このことは， とくに南部盆地においては，盆地

形成後，西側山地の隆起運動の著しかったことを示している。その結果，更新世末期以降の段丘

形成期に3 阿武隈川の左岸にのみ段丘が形成され，はじめは盆地の中央部を流れていた阿武隈川

が，次第に東に偏流することにもなったと考えられる。

盆地の東~南側の山地は，主として古期および新期の花商岩類が，西~北側の山地は主として

中新世の火山岩類を含む新第三紀の堆積岩類が， 基盤岩として分布している。

基盤の形態や深度(図2-2-63)は南部盆地についてはかなり判明している。盆地のほぼ中央部

で基盤が最も深く，その標高は -60m前後である。その部分は盆地の伸長方向にのびた谷状の

形態を示している。その他の基盤の顕著な谷地形は，現在の松川，天戸川，荒川1，濁川の川筋に

大略一致(とくに，盆地縁辺部ではよく一致〉しており，それらはいずれも盆地中央の谷状部分に合

流している。

これらの事実は，金地中央部の基盤の最も深い部分が阿武隈川のかつての川筋であることを示

唆している。また，現在の阿武隈川が盆地に流入する部分(盆地の東南角〉には，基盤に顕著な谷

地形が認められないことから，濁川にほぼ一致する基盤の谷が，かつての阿武隈川本流と考えら
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オ工る。

北部盆地の基盤標高は，深いところで -30m

程度を示すところがあるが，盆地南部の -60m

からみればかなり高くなっている。

盆地を埋立てている地層の厚さは，南部盆地で

は厚いところで 150m以上ある。これに対 して，

に比べ基盤の浅い北部盆地では， 50-70m程度

である。

地質柱状断面図(図2-2-64)から，南部盆地で

は，盆地中央部の基盤の最も深い部分の東側では

全体に泥質層が発達し，泥炭がしばしば挟在して

いるのがみられる。これに対し，その西側では泥

炭層はみられす、砂礁層が卓越する傾向にある。こ

のことは，段丘面の傾きから知られる盆地西側の
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表 2-2-19 福島盆地を埋積する地層と地形面との関係

( )内の数字は、その地形函の現河床面からの比高(111)

6，370土110(稲山 I層)

・18，750:1:500 (ïj~ 悶 周)

・21，000土850(福島II層)
・25，400土900(藤岡 屑)

• >35，000 (小倉苛!日)

山地の隆起により 3 堆積物供給が西側山地から優勢に行われ，供給源からの距離に応じて粗粒な

ものから細粒なものへ変化 していったためと考えられるく図2-2-65)。

(2) 地下水

A. 南部盆地

地区内に分布する深井戸は，主として福島市街地および笹木野付近に集中している。全般的に

盆地西部は砂磯質で，福島市街に近づ くにつれて泥質の傾向を示している。 基盤の地下谷の発達

は地下水賦存に大きな影響を与えている。大きな基盤の谷は，笹木野付近を通る東西性のもの，

盆地中央部を南北に走るもの，荒川沿いに走る ものが推定されており，資料の上からも良好な地

下水賦存地帯を示している。反対に， 基盤尾根部と推定される部分に掘削された井戸は揚水量に

対する水位低下が大きく帯水層能力 も劣っている。 このこと は，基盤地形と地下水賦存の聞に密

接な関係がある ことを物語っている。

比湧出量の分布は，須)1[ ， 松川に挟ま れた庭坂， 笹木野付近では 200 ~ 300 m3JdJm，荒川沿

いでは 100~ 200 m3JdJm，福島市街地で 100m3JdJm 以下である (図2-2-66)。

不圧地下水と して，河川の伏流水， 扇状地末端のj湧水，扇状地内の地下水があげられる。伏流

水は，荒川および阿武隈川流域が集水面積も大きく ， しかも沖積層が厚くかなりの水量が期待で

きるが，他の河川流域ではあまり期待できない。湧水は，大部分が荒川， 白津川， 須川の扇状地

末端部に集まり，そこから湧出している。湧水量は 1 カ所 150 ~ 300 m3Jd程度である。扇状地と

しては，庭坂，笹木野一帯が，30mを超す扇状地喋層からなり，従来は生活用水として各家庭

ごとに浅井戸で利用していたが，揚水による相互干渉，渇水年における水位の異常低下な どから

近年はほとんど利用されていない。
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北部盆地B. 

地下水を考える上で，西部段

丘地帯と阿武隈川沿岸地帯の 2

つに分けられる。

西部の段丘地帯の地下水は，

浅井戸と深井戸の両方によって

利用されている。浅井戸は地表
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る。 40 ~ 1 20 m の深度のものが多い。一部第三紀層の中まで掘削しているものもあるが，大部分

は段丘堆積物(藤困層〉を掘削している。 これらは，いずれも砂磯屈を主とするが，粘土および泥

これらの深井戸の水質は，いずれも鉄分を多く含み，上水道基準値をはるか

このため， この深井戸の水はわずかに雑用水として使用するのみで，工業用

水も町営あるいは自家水道施設を阿武隈川沿岸地帯に設けて導水利用している。このように，西

部段丘地'貯の地下水は水質的な問題があり，利用が困難となっている。さく井の仕上げ方法など

により ，良質の水を得る ことが今後の課題となっている。

の西部段丘地帯に設けられてい
深井戸比i湧出立一覧図(福島盆地南部〕図2-2-66

炭屈を挟んでいる。

に上まわっている。

阿武隈川沿岸地帯の地下水は，阿武隈川の氾濫によって形成された標高 40m台の低位面を構

成するシノレト，粘土を伴う砂礁層から採水されている。 この低位面は，阿武隈川右岸の保原，梁

川地域に広く分布している。 この低位面には，河流の蛇行跡がきれいに現われている。浅井戸は

3 ~ 6 m の ものが大部分を占めており， 10m を越える ものは少ない。深井戸は，瀬上町北端で

深さ 70mまで掘削されたものがあり，全部沖積層と考ーえられている。また，これに近接する深

井戸は，深さ 84.5m まで掘削され，77mで基盤に達している。 これらの深井戸資料から，阿武

隈川沿岸低地帯における沖積層の厚さは 70m以上と推定される。

西部段丘地帯の深井戸の比湧出量は 50-100m
3/d/m，阿武隈川沿岸地帯の浅井戸は 2，000m3j 

d/m以上，深井戸は 500-1，800m
3jd/m である。阿武隈川沿岸地帯は自然の地下ダム的様相を

呈 し，豊富な地下水を包蔵しているもの とみなされる。

地 盤 沈下(3) 

南部盆地の沖積低地においては，近年，地盤沈下の兆候が現われている。国土地理院の 1967

年の水準測量によれば，福島市入江町および太平寺において， 1954年に比べ 10.6cm (測点2138)
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および 5.5cm (淑iJ点2135)の沈下が認められた。また，1974年の水準測量では， 1967年に比べ

最大 5.9cm (測点004-272)の沈下が認められた(16)。これは，泥質層を主体とする福島市街地域

が被圧地下水の揚水の影響により ，泥質層の脱水圧密が進行しつつあるものと考えられる。県条

例による規制により，揚水量は抑制され，地盤沈下の拡大は阻止されつつあるが，泥質層分布地

帯での揚水は沈下に敏感に影響するので今後とも注意していく必要がある。

(松岡功)
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14.郡山盆地

(1) 地形・地質

郡山盆地は阿武隈山地を東縁と し，奥羽脊梁山脈を西縁として，福島県中通り地方の主要部を

占める。東側は，南北にほぼ直線を示し約 60余 kmで， これを底辺とし東西の最大l摘がおよそ

30km の三角形を呈する。その北西側は新第三紀層，南西側は棚倉破砕:F↑?を伴う結晶片岩，花街

岩類となっている。盆地の東縁に沿って阿武隈川が北流するが，上流の盆地南端では西から東へ

流下しており ，棚倉破砕帯を下刻し，上流に白河盆地をつくっている。

郡山盆地は大局的には上述の広い範囲を指すが，北半部が狭義の盆地で，郡山層と呼ぶ盆地埋

積性堆積物および大槻層(扇状地性堆積物〉などが分布している。そして，南半部には第四紀更新

世初期に噴出した白河石英安山岩質凝灰岩容が広く 発達し， さらに大槻層がその浸食函を担って

一部〈とくに下部局〉は溶給しており s 白河石と称する。


